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ウ リミバエ DacuscucurbitaeCoquille.tt
に関する研究 (第一報)

東 漕 二 ･ 多 良 間 虚 栄

(琉 球 植 物 防 疫 所)

Stu.dies ontheMelo･nFlyDacusc甜Cur.biiaeCoqui乱Iett(Trypetida･e)皿..

AZuMA,S.

.1 は じ め に

ウリミバエ DacliSCuCuYbE'(ae Coquillettはクリ鱗

をはじめ トマト,マyゴク等多くの生果実に大晋をなす

重要な欝虫として知られている.本虫については従来多

くの研究者によって数多くの報告がなされているが琉球

においてはそれら報文を入手することは困難な状態にあ

り,また琉球における.研究も少ない｡

筆者等 は1960年来,本宮虫について調査する機会を

得ましたので調査成績の概腰巻まとめて発表することに

した｡

この第一報はクリミバエの寄主,形魅,.生態及び防除方

･法について鮮者等の調査成績の一部並びに今日までの研

究成掛を轍物検挺b_の手引きとtjて,また防除上の参考

に供するために概祝したものである｡

本文に入る･に先だち文献その他の調査に便宜を計って

聴いた琉球大学の高良鉄犬博士,横浜櫨物防疫所の川崎

倫一･氏,琉球政府鹿務課の安里酒漁民,並びに多くの方々

に深く.謝意を敦するoまた各曜調理馴守なうにあたって

恋々助言を卑見て滞きった琉球地物防紋所佐久窮長功所

長や,湘教に協力して下さった周所職見に対してW.くお
礼嚇 し上げる｡

拙 寄 主 練 物

次の1叩蒋4郁以此が簡並として知られているo

Cucurbitaoeae ウリ科

Bc相加Ca=･aCerirera日 夕ガ).Cit川LIM･SIba./Lv'ch(スイ

カ),CucLimisme:a (マスクメロy),C.mclo ∀ar.

col-10rJW柑 (Vロクリ). C.sLa仙u3 (キク9),.

CIIC打rb.:IL2Cl1110SChL3Ea (ニホンカポチ･Y),C.Pelx)(セ

イヨクカボチャ),C.1,TWXL'ma(ポyキy),Lagcnaria

sfccJ,aria(D･クガオ),.山L〟Ta acu細.ngula 川 カド-

チマ),i.C),Lindrica(-サマ)･,Monwr･dicac舶 -unLta

γar.pa:.et (エガクD),M..cJZa･WaTul.a(ナガレ1U),

seclJiwJn･ed正LIc(-ヤ tクリ),.Tric伽S伽.IIwyosLraLu

(ケカラスク9),T.cuctLl･WCrOides(カラスク州･.

Solanaceae ナス科

and K.TARAMA

CabsicMnfruEescelW(VマトクガラV),..Lycohersicon

cscw,lcntLum (下マ日, SoLaw伽,m lne肋骨gena(ナス).

Caja相加SCajan(キマメ).PhascoLusIimcnsis(ライマ

ビ-〟),P.radl'ala(ヤエナリ),P.vu/garis(イソケ

ンマメ),Vig7柑 Sine7認Sis(ササゲ),V.sesqw･tP･edaLis

(㌔,nクログササゲ),Dohlcho･slablab(フジマメ).

Malvaoeaeアオイ科

AbeLm,oschrusescule71,Eus(オクラ).

Anacardねoae ウルシ科

MangiJ'CYaindica(マンゴク).

CaricaC朗eJ･tltイlヤ科

CaJ･icaPapaya(パパイヤ).

Crucif8rae アブラナ科

Brassica cauloroP･a (Lohlralis)･.且 jlJl?WCa VAT.

如紬gJ･ifoIia(タカナ), B.olepacca･(クマブリ, B･

o!e),aceaγar.･boLrylis(ハナヤサイ).

Laurace的 クスノ卑科

PcJ′SGaamrm'can-a (アポ瀬ド).

Mora伐 ae クワ科

FITcuscmrica(1㌢汐ク).

PassffloracBae トケイソウ科

)'仰StJ-lorn edNIi.～.(クダモノト'/イソ/JJ, ['･ ql,〝†1･

川JJgtllrzJ･i.ll(*オ日 //イソ'))./I.I,)(.!IL(/,I(グサHr

lソr:}).〟.ism(LltHI日 ケイソT3の一･川).

RIOSa脚 ･Jir予科

.FrlZgario･clllIocnsl-a(ガチリダイ㌢恥 .Pyun･wISfuc相加

(モモ).]'./･J･'･(.r()li'L(ナV),lJ･Hl〟Tli.<(リソゴ)･

Ru旭cBaB 主力rン科

Sapindaceae ムクロジ科

Eubhoriatollg納 付I且タガy).

Annonaaae Jlンレイシ科

A仰M rCLicuI-a.ia(キクi/yリ).A."W 7'caLa(トゲパ
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y.L/1V),JA.squam･osa(パyL/イV).

Myrtaα泊e 7トモモ科

Pjdi脚竹gMjGVaS(バyLyロウ).

Liliaceae ユlJ科

AII加mceha(タマネギ)..

Palmae ヤシ科

Pjwcl如 dacLy,Iifcya(ナツ}ヤV).

"l分 布

碑柄,中節民間,ホンコy,ブイ9ッビV即臨,爾北ベ

トナム,ラオス,カソポ汐ア,.タイ,マライ,ビルマ,

イlJド,.パキス3'ソ,ケニア,セ 1ロyr, ボルネオ,イ
yドネVア,ニューギニア,オーストラリア,ミクロネ

Vア,-ワ帰削凱 琉球 (八窮山,宮古両群鋸

Ⅳ 琉球における産地

離球にわいではユ919年,台閣に近い八筑山の中浜島で

初めて発見され,J920鋸9月以降,八韮山産JA輝の機班

を軌 として他への伝ぽんを防JL･:したが1929韓宮古群島で

もその雅堰が僻潤され,沖純本島では1947年9月勝連村

に,1948隼には英腰相においてその発Jjiが催放された｡

しかし1949年以降においでは食くその発/=Eが見られな

いbエ952時には1-1引時棚沢地物防捜所の綱密課長であった

倣雌常民が.1956畔には戯植竹の川崎愉-,榔野葬儀の

ldd'抜晴が,そして1962畔には飛球植物防?_Jij粥の職員が各

地において本虫の調恋を行ない,さらに1964年には筆者

の一人兼が Cue-1ureによる∴誘致調査を行なったが発生

を認めなかったO以上のことから沖縄本島では未定潜の

ようである｡

Ⅴ 形 態

赤褐色杏里する.頭部は糟円形で長さ12HJn,幅2mJn門札

地色は蔚色,複眼は大きく噛紫色を里し,光沢養育するO

耐緬面は狭小.繊褐色で両軸こ3対の小黒点があるOそ

の鼎点上には皿対の此前頭側刺毛及び3対の下前頭側刺

毛を有し,うち2肘は股下部の･黒点に発生するO単眼三

角区は小さく,その聞及び周銅は黒点杏里しているO顔

面は洪紫色で中央部が長く凹入しているo触角は淡蘭色

で3酢からなり,帝3鑑転職 も掻く,興2卵 ie.れに次

ぐ｡麟角別宅は握く2卸からなり,弟2･節が長く黒色を里

する｡棟は細く淡黄色で顔面縫合線に近く両側に卵形の

鵜色斑紋がある｡小腺娘は大きく,先輪は閃く上方-倭

かに変曲して淡萌色を里し,短毛を粗生するQ吻は短く

写東融明

n.. クリミバエの成虫 :̀左は8,着は9

2. 幼虫の人工飼育状況

3. 蛸の飼育状況

淡暗黄色杏里し,屠弁は長矧q形を里する｡胸部は暗艶

褐色で縫合線約常軌 ま5条の漉暗褐赤色の縦帯があり中

央のものが巌も顕著である.後敵背盤には3条の広い革

色の縦樽があり晴褐赤色によって周囲を縁取られ,中央

のものの緑は背名器の中央の縦帯と連続する｡腹部は広楕

円形もしくは円形を里し,淡赤褐色または淡黄褐色で5

っの節からなり,第3断片の基部に黒色帯を有し,第3,

第 4,第5齢片の背部中央に黒色の小縦棒がある｡産卵

管は3節からなり赤褐色で第3節の先職には4対の触毛
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を有する｡

周は透明で全体扱色を里する.副前縁室及び亜前緑室

には灰褐色の斑紋があり,第1喝端室の苛頂に円く遵し

ている.申横脈と腎室の全面,および第6径脈に沿うて

淡褐色の斑紋かあり,切縁に遵している｡雌雄共に増長

5.8-6.2脚である.肢は汲黄赤色で相節は5帝からな

り,末節先端に数個の剛毛および1対の弁状物と1対の

釣爪があり,著しく変曲して黒色を里している｡平均棺

は淡黄色でこん棒状をなし,先端太く盃状をな してい

る｡

卵 二産下直後は乳白色を里するが漸次白色を里し,光

沢専有するに至る｡円柱形で一輪は鈍角,他端は凸形を

なし,その部分が敢部である｡大きさは平均,長さ⊥.38

t■,従0.28〟である｡

幼虫 :第1令幼虫は乳白色で休長1.5-2.68BL,前部気

門突妃はなく後部文恵が末輪にあり,左右1対からなる

が,気門粁度板は接近し2対あってコ字状を里する｡第

2令幼虫は消化管内の食物を表度上より透視することが

できるので摂取食物の色により変化がある｡休長 3.0-

5･Sが,前部気門突起は漏斗状で淡発色,先端に乳頭状突

起が18-･20列あり,両様より中央に向かって凹入する｡

後部先門突起は左右に3対の厚及板を有する｡卵形で淡

紫色｡第3令のJe熟幼虫は淡鈴色で頭頂には極小な乳顛

状の触角が1対ある｡その下方には小さな小股封が1対

生じている｡咽頭骨格は茶褐色でその幅0.16JEX用外,節

額部朋 削ま屋形で熊色を思し,良さ0.2Ji*.幅0.04,I.E内外

である｡上gI朋 各の先j馴ま,抑匝状を盟し,中央の鈎爪

状発起は岱かには跡を和めるにすぎず,上下後方の三方

にそれぞれ1佃宛奨超がある｡恥部JJ<tJlq突起は血状をな

し,郎Lbll色であろ｡乳威状突厄は19･-2Oあり,良さ0.過

【叫･19JEr｡ 後部即 q実包のJg度掛 ま良fl･胴 形で淡併 舶

也'8-10佃の隔股を勾する｡3対とも良さ80-85〝..刺

屯は左右といこ4カ所にあり,淡や旭 を出する｡仲良7.0

-a.SJEr.

蟻 :囲蛸で長州円形,淡沸色を出し,光沢がみる｡附瑞

気門突起は暗柏色点として朗っている｡後部Jm 恥ま殆ど

原形のまま後%tに存在する｡批門は苅12相野に円いJP.

点として現われ,後怖気門との間には明附な瓜点放線が

ある｡体長S.SJE/内タL

Il 経 過 習 性 と被 青

世代柾過 :クミ9パ工は卵.幼虫および加の各抑間が

一般に短いのに反し,成虫肋間が 甚だ長胴にわたりま

た交尾後は殆ど侮El産卵するのでその世代軟が甚だしく

不 千隻である｡経過について琉球における識査成脚 主な

3ユ

いが,台湾における2年間の室内飼育で年9世代,野外飼

育成紋で8回,ハワIにおけるBack等の調査で年8･-10

回,深井の門司における室内飼育成穀で年7回となって

いるところから推して琉球では年8-ユ0回位の世代数で

はないかと思われる｡なお経過の遅いものの世代数は成

虫の生存糊聞及び産卵期間が長いため以上の世代数より

少ない｡ このため自然状態においては四季を通じて各態

が混在する｡

卵の掻過 :卵朋は産卵前の温度などによって著しい登

がある｡すなわち虫も揮い1-2月の宮古島における室

内飼育でふ化までに放長3日間を要し,平均2日であっ

た｡ 気温が上昇するに従い,卵周は短棉し,6月には20

-30時間であったo

幼虫の接遇 :佃休によりまた気温の変動により生育燭

間が異なる｡すなわち宮古島での6月における室内飼育

平均が4日,台鴨では室内平均3.5日,野外平均3,8日間

で,1月には室内平均12.9日,野外平均20間を要したと

いう｡なお各令期の季節的経過をみると,宮古島では6

月に第1令および2令鵜はともに1日間で第3令朋は2

-3日を要した｡冬期においては節3令朋が椴も良く,

帝1令朋これに次ぎ,第2令順が故も短いOすなわち幼

虫の各令朋を通じ虫もLxT弧の変動を感じ易いのは節3令

蛸で,第2令畑幼虫がJaも少ない｡

鰻の経過 :酌欄間は宮古丘Lで6月に7-9日であっ

た.台鞘では室内飼育平均7.1日 (6-9日),野夕呼

物7.8n(7-10r])を暫し.冬l帥こ糾 ､ては摘内V･均

27.8m (24-33n),即夕押 均32円で洲ヒするようであ

る｡

以上よりLH桝から羽化に到る紙過Jgf棚rl数は史料こわ

いて'{;i門別河でu口-1引1を滋することになる｡

成虫の生存榊間 :羽化より交fldllB卯に到る故での1抑柑

くFBZ卯的Ju)は二郎了により姐だしい胸一拍gある｡すなわ

ち6-7月の山内Jjul汗では交Idまでに13-17∩なALIL,

その後1だけ 雌卯を始める｡巾粥でのFl桝別冊肌蹴では

題内朗ffよりもlftく,ll-旭Flで文相し,そのln後納

卵を胴掛している｡冬J抑こわける戚J仙川抑&新 しく比

く,しかも弧収なnにおいてのみRJかLEljIげ ろ｡何古に

わける別冊では28-36.rlである｡缶粥では羽化後145El

馴こ初めて女はして.その後皿EIuにIn卵することが糾

解されている｡

成虫生イf朋附ま雌75日鯛後,雌では100mI'1打後のようで

ある｡

幼虫の電位 :ふ化朋に近い卯は全体淡灰白色をiiL'.,

ふ化血mlの卵照円tこ糾 ､では虫体が盛んに防如し,卵徴

の僻壁をu歩で食い軟ろうとするのが姐九る｡その後し
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ばらくして頭部が現われ,経費伸縮させながら胸部,腹

部と漸次脱出する｡ふ化率は環境によってよく左右され

るが大体80-900/Oで冬f帥まそれより低いようである｡ふ

化し.T=幼虫は果肉を食入する｡その部分はキク9の場合

灰妨色または黄褐色を里し,果臭と異なる著しい悪臭を

放つ･｡幼虫が良人生存している所ではその産卵部位がは

っきりしない所でもJJl餌から指頭で抑圧すると軟弱な部

分各個ずるので客弘に被害紫であることが感知できるO

また被軍狐内の政審邪は班褐色または茶褐色に変わり,

一般に柄紙状.に血量fされ他の原巨馴こよる腐敗の様な派状

を望しない｡また塵卵されるが卯はふ化せず従って幼虫

の食入しないもの,あるいはふ化しても産卵部のみを食

'･.lfL,湘内に出入せず死んだものの被留架は褐色または

茶梱包の小BE点をIiiする｡この部分は切解すると深さ3

I-5脚,M2-6脚に茶鮎色に変ずるかあるいは空胴と

なり船'Rは仰 臣を1上するO幼虫はその生存脱間中果円を

bl血し,爪3令名熟糊に述すると寄ヨ三椴物から去り,土
中で鮒化する｡'tq･jl的物からぶる際に跳椛する特性があ
る｡すなわち幼虫は棚状に変仙し,東部実相と足蹴と替

地必こ機働させ..筋肉の伸縮作用によって地上45伽も跳

紺ル 恥澗な1:湖 を求めその内鞠に榊人し適当な協所に遜

すると放ず出帖は滞しく申火にIf'uい短縮し,腐抑関をL-tJi

L,州如となるn輪過 日など馴化に適当な土蛾のない将

は解榊の桝か.桝こ被告恥の戚皮下で蜘化する･こ とが あ
r+
LJro

剛 ヒ;舶用IFJl軌戊山はます鰍牧の5節目の脱融をその
JTu衝のうで依り,頭部を現わし,ついで前肢,胸部およ

び腹部の傾けに脱出するo朗が土壌中に居る時は前徴の

うで土砂到非除し,地表に現われる｡羽化当時の成虫の

体は級色,細はたたまれてねじれ,前板のうは膨大してい

るが,しばらくして矧 ま伸展し,前額のうは縮みIu入す

る｡羽化の噂ilJは殆ど午前F郎こ行なわれる｡それも朝の
･6嶋から8時までの間である｡

成虫の習性 :交尾偶に適した雌雄成虫は日没に近づく

につれ盛んに盾軌を開始する｡雄は雌を追い雌の静止す

るのを待って値ちに曹｣二に飛びつ･きその頭部を抱 推 す

る｡そして雌は畑をやや左右に開き交尾牌を長く伸し交

尾するo交尾中はその場所に撒止し,移動しないo交尾

に襲する時間は長くEl没頃から交尾を開始し,翌朝まで

継統する｡したがって 交尾時間は俊の 長さに殆ど等し

く,良筆は10-11時間で冬期は13-･14時間であるo

産卵は大部分ク9類の幼巣 になされるが,成熟果実に

も被宙を見ることがある｡産卵直前に雌は産卵管を長く

外部に蕗出し,産卵管の先轍の触毛および口吻を絶えず

果実面に接触させ細いまわり産卵に容易な場所を捜し求

める｡産卵に際しては腹部を上部に持ち上げ徐々に産卵

管を表皮下に挿入する｡この時成虫はIBBを左右に開き顛

部をやや上位に上げ産卵管を虫体に対し垂直に保ち前,

申および後肢を前後左右に広く踏･み占め産卵する｡

産卵欄間は 44-38日,産卵絵数は490-1200個,平均

850個樫度である｡1日の産卵数は7-20個一,平均15個程

皮,産卵の大部分は1日中の午相中に行なわれ特に 10--

12時の闇に雇も多い.また宮古島での観察による･と冬期

ユ白oC以下になると産卵は全く停止し,噴かい日がおと

ずれると再び産卵を初めるO

被害 :その様相については幼虫の習性の項でもいくら

かふれた通 りであるがその被害程度について伊良部島に

おける1964年度の調査成績は次の通 りである｡

作 物 名 .調査両横1諏査果数 加害果数

V｡ク｢ -(TCf ,一 恵 一一gg,I
加害果雪

? aylo)i
トク ガ 18 1 29 i 17 I58.6

ス イ カ 167 598 ■ 362

ニガウリ 32 160 . 55

カ柑 ヤE _SJ i L _1 7

盤の成縦は捲10cNI以下の兇実について謂査レた結果で

あるが各作物とも50%以上の加害率である｡加賓異は殆

どが薄紫してしまう･ので収楼きれるのは加害をまぬかれ

た約半数である.1964年度はクリミバエが多発しだ年で

もあるが1963年の調査でも20′-50%の被害率であった｡

Ⅶ 防 除 方 法
各種の防除方法がなされているが確実な方法iこついて

はク9ミバエ発生地において研究の段階にある｡ここで

はいくつかの防除方法について例示したい｡

(1) 寄主胎吻の移動禁止

縫物防授法によって分布地域からの寄主舷物の移動を

焚止すること,やむを得ない時には厳重な検査 もしくは

消毒を行なって移動すること｡

(2) 発生地域では次の方法で防除を行なう｡

川 果実に袋掛けを行なう｡戯近ビニール製の袋が安

値で購入でき加害防止に効果をあげている｡

回 落果その他の被害果は速やかに集めて焼却する｡

卜) 野生の寄主植物の除去,宮古ではケカラス ク リ

T′.icho.anhe,･10J-lratL7が栽培寄主の少ない冬期の

寄主として大 きな役割 りを果しているがそれら寄主

を除去することによって春の発生量を減少させる-･

困ともなる｡
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(j 圃場における薬剤散布

プロテイソ(Proteinhydroly21ate)添加マラソン剤の

散布がハワイを初め台湾で使用され,琉球でも1963年来

使用されるようになったが筆者らの調査では3回以上散

布すれば効果が現われ,6回以上散布すれば加晋が著し

く減少するようである｡

ノ､ワイでは trapcrop(誘致作物)として トウモロコ

Vをクリ塀周場の周辺に植え付け涼を求めてそこに集ま

ったクリミバェに対して薬剤を散布する方法も行なって

いるようである｡また蛸防除用として踊場にデル ドリソ

粉剤.,-ブタ粉剤などをすき込むことも効果がある｡

(ホ)誘 穀

各種の食餌誘殺方法が研死されてきたがあまり成果が

ない｡しかし合成誘致剤が巌近著効のあることが わ か

ち,Cue】ure,Anisylacetone等が利用されている｡

M 天敵の導入保護増殖をはかる｡

イン ド原産の OJ)iusfleLcheriSilvestri ウリミバエ

コマユパテがよく知られ,琉球でも1932.-･1934年の間に3

回にわたって合計⊥093東を台湾より輸入し石垣島に放飼

したが定着は不明である｡

(3)不妊雄の放飼

ロタ島では誘致剤によって雄ウリミバエの個体数を榔

度に減少させ,そこへ Ⅹ･ray照射によって不IJr;(こした

雄を放飼し,.雌と効属させる.しかし産卵しても卵は柵

受精であるから発生虫が急速に減少し,現在では被欝は

殆 どないとのことである｡
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